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41) 正常児の曙疫細胞像
久保政次，島貫金男(東邦大〉
曙疾の人工採取法は Bickerrnannらの肺癌の診
断に応用した方法を rnodifyしたもので， 吸入液
は5%食塩水+15%プロピレングリコール， 河西
製の吸入器を用いた。
曙疾(気管支分泌物)採取成功率は健康と思われ
る乳幼児で 76%，成人で 90%。曙疾細胞像は乳幼
児では比較的リンパ球増多， 成人では好中球増多
で，血液の白血球像を反映するものの如くであっ
た。エオジン好球は殆んど出現しなかった。 
42) エオジン好性気管支炎の臨床的分類
久保政次，稲葉幸子
荻沢 博(東邦大) 
1. Frequent colds，occasionally developed to 
bronchitis 
2. Slight wheezing on exertion 
3. Recurrent bronchitis without wheezing 
4. Recurrent bronchitis with occasional1y 
slight wheezing 
5. Pertuss-like cough with little ex pector-
ation. 
以上のうち 2，4，5型がアレルギー学的検査(家
族歴，既往歴，略疾，末梢血のエオジン好球，他家
々麗混合エキス， B. D. B.反応，ヒスタミン捕獲
能等〉の結果，哨息に類似する点多く，叉比較的高
率iζ鴨息lζ移行し，ステロイドホJレモンが卓効を奏
した。従って， ζれらの病型は噛息の全段階叉は不
全型というべきものであろう。 5型は百日咳の治療 
が奏効せず Asthrnahustenではないかと思う。 
43) 食餌アレルギーによる Celiacsyndrome (エ
オジン好性気管支炎合併〉の 1例
久保政次，島貫金男(東邦大〉
1年 8カ月の男児，牛乳飲用により幅吐，じんま
しん発現。離乳期以後悪臭，大量の不消化便排
世。豆腐，卵により幅吐する。 1年 4ヵ月口内炎に
擢患以来全身浮腫，湿疹lζ苦しむ。末梢血，髄血児
Eosinophilieあり，牛乳， 大豆， 卵，rこらを摂取 
すると， 5分間前後で， じんましん，咳欺発作発
現。 これら物質に対する P.T. T.陽性。十二指 
腸液のアミラーゼ， トリプシンは正常値。糞便中の
脂肪球著明 (Sudan1II染色)，ヨード反応陽性。ス
テロイドホルモン卓効あり。
以上より食餌アレルギー性の腸管浮腫に起因する
食餌の吸収不全によるものと思う。
質問中島博徳(千葉大〉
非常に稀らしい症例で，興味深く拝聴しました
が， 乙の症例は，所謂 IdiopathicSteatorrheaの
範囲に入るものでしょうか。もしそうなら汗の電解
質の変化は，普通見られない様ですので，お尋ねし
ます。
答久保政次(東邦大)
汗中の Na増加は，アレルギー性の変化と思わ
れる。 Steroidhorrnone使用により， Naが正常値
に復帰したからである。 
Idiopathic Steatorrheaでは，十二指腸液中の 
Arnylaseが低下している場合が多いというが，本
症例では， これを認めない。 Trypsin値も正常値
なので，胃腸アレルギーによるものと思う。 
44) 乳児牛乳過敏症例に就て
附ソーヤミルク(明菓試作品)の使用成績
。中山喜弘，三之官愛雄(九段坂病院〉
牛乳過敏症と思われる 2症例と，明治製菓で試作
した所謂低アレルギー乳の使用成績を報告した。
症例は 10カ月の男児で， 牛乳飲用に依り， 腰，
端鳴，ひどい時には呼吸困難を起し，下痢を併発し
栄養状態がひどく悪くなった 1例と， 12カ月の女児
で調製粉乳の場合には耐えられるが生牛乳で粘液を
多量に含む下痢を必ず.起す例を述ベた。
所謂低アレルギー乳ソーヤミルク(明菓試作品)
を，乳児湿疹，乳児荊痛，下痢症 5例に使用し，乳
頃調に増加し，;1児は良く飲み，便性は良く，体重も
症状は改善されたので，その使用経験について述べ 
こ。T
質問吉田 亮(千葉大)
最近の文献には， Soybean によるアナフィラキ
シー症例を呈した症例があるが， ソーヤミルクの 
場合，乙の危険性を全く考える必要がないかどう
か。猶，瑞息，湿疹が，症例で悪化したものはあり
ませんか。
答中山喜弘(九段坂〉 
1) アナフィラキシー・ショック様症状を呈した
例は経験して居りません。
2) 湿疹は何れも改善され，悪化した例はありま
せんでした。
大豆乳でアレルギー・ショックを起したと云う報
告もあり，大豆乳児過敏の例は非常に少いと云われ
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ているものの，大豆蛋白応対する過敏の可能性はあ
るので，その点は，注意して使わなければ~，けない
と思う。 
45) 急性 Serpasil-Apresolin中毒の 1例
椿 英一，永島敬士(中央鉄道病院)
症例 5才6ヵ月の女児， 本年 6月 10日午前中 
?C: Serpasil-Apresolin約 10錠を誤飲し，午後 O
時 30分，顔面蒼白，噌眠状となり来院した。
来院時所見として，脈拍頻数，血圧低下，縮瞳等
を認めた。 1時間後より，耳殻，四肢未端部より紅
潮出現し，拡張期圧は Oとなり，一方収縮期圧は回
復した。その後約7時間，脈拍，呼吸数の増加，体
温上昇，紅潮の増強，拡大等が認められ，拡張期圧
低下は持続した。以後次第に回復に向い， -~寺，拡
張期圧の回復と共に収縮期圧の上昇が見られたが，
脈拍，呼吸，体温，血圧，紅潮等は自然に正常に戻
った。心電図上にふ極期に著明な頻脈と， T平
低化， P増大， PQ軽度延長等を認めたが，後lと正
常化した。血液，尿，胸部 X線像等は正常であっ
た。 
46) フアロー 4徴。徴)極型を合併した蒙古症
未熟児の 1例
富田 進(魚沼病院)
私は最近生下時体重 1700gの男児未熟児 (20日
の早産〉で，蒙古症に比較的稀なフアロー 4徴 (5
徴)極型を合併した 1例を経験した。母親は 31才
で第2児。インキュベーターによる晴育実施。出生
当時は蒙古症の所見及びチアノーゼは不明瞭であっ
たが， 4日目頃から口居，爪甲にチアノーゼ出現
し， 2週目頃から蒙古症の身体徴侯(短頭，眼裂狭
小上外方への切れ上、り，内管費皮，筋緊張低下，右
耳殻崎形〉が明瞭になった。カテーテ Jレ栄養とアナ
ドローノレ内服でかなり良好な発育を示したが，チア
ノーゼは出没し， ~甫乳瓶栄養では吸綴困難の為体重
減少を来し， 54日自に死亡した。剖検心所見は，
右室肥大，肺動脈索状閉鎖，心室中隔欠損，心房中
隔欠損，動脈管開存を認めフアロー 4徴 (5徴)極
型であった。胸部 X線像及び、心電図所見も特有で
あった。本症例は文献上稀なものと考えられるの
で，多少の考察を加えて報告した。
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